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開 催 時 間 午後２時 ～ 午後４時 

開 催 場 所 足立区役所 南館１２階 １２０４会議室 

出 席 者 

大口 達也 部会長 賀川 幸英 副部会長 花田 豊實 委員 

鵜沢 隆 委員 中村 輝夫 委員 鈴木 由美子 委員 

村岡 孝次 委員 結城 宣博 委員  

   

欠 席 者 

鈴木 康大 委員 和田 庸右 委員  

   

   

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 

・ 足立区地域包括支援センター運営協議部会資料 

 

そ の 他 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



1 

 

○地域包括ケア推進課黒川 それでは、

定刻でございますので、ただいまから、

令和５年度第１回足立区地域包括ケアシ

ステム推進会議、地域包括支援センター

運営協議部会を開催いたします。本日は

お忙しい中、お集まりいただきまして誠

にありがとうございます。私は、本日司

会を務めさせていただきます、地域包括

ケア推進課の黒川と申します。よろしく

お願いします。 

 次に、委員の皆様に事前に送付いたし

ました資料の確認をさせていただきます。

資料をお手元にご用意ください。 

 地域包括支援センター運営協議部会の

次第、委員名簿、地域包括支援センター

運営協議部会の役割、協議・報告資料は

お手元にありますでしょうか。次に、協

議・報告資料の別紙としまして、別紙１、

足立区地域包括支援センターの機能強化

に向けたＰＤＣＡサイクル、別紙２、令

和５年度地域包括支援センター業務委託

評価の実施方法です。その他資料として、

地域包括支援センターの運営方針の概要

図、地域包括支援センター実績推移です。 

 お手元に不足の資料がございましたら、

挙手でお知らせください。 

 それでは、本日の会議は、足立区地域

包括ケアシステム推進会議、地域包括支

援センター運営協議部会設置要綱第８条

に則り、過半数の委員が出席されている

ことをもって成立いたしますことをご報

告いたします。 

 皆様からの活発なご意見・ご質問を頂

くため、迅速な会議進行にご協力をお願

いいたします。 

 なお、ご発言の際には、お手数ですが

挙手にて合図を頂いて、司会に指された

後にご発言をお願いいたします。また、

この会議は議事録を公開することとなっ

ておりますので、記録の関係上、ご発言

の前には、お名前からご発言をお願いい

たします。 

 それでは、大口部会長、開会のご挨拶

をお願いいたします。 

○大口部会長 皆様、こんにちは。地域

包括支援センター運営協議部会の会長を

させていただいております大口と申しま

す。メンバーが替わった部分もあります

が、今年度もよろしくお願いいたします。 

 私からは、この部会が第１回というこ

とになりまして、今年度、運営協議部会

で検討することや、会議の役割などは、

後ほどまたご説明があると思いますが、

社会情勢だとかアフターコロナに向けて

ということや私たち、介護とか医療とか

の関係からすると、制度の改正というも

のが今般、国のほうでも議論をされて、

様々な面でこれから先、いろいろな方向

性、方針が出てきて、足立区内の仕組み

においても、大きな影響を及ぼしてくる

ことになるかと思います。 

 特に、この運営協議部会という観点か

らすると、ホウカツの在り方だとか、業

務の内容についてまた大きく変わるよう

な動きというものも、制度改正で予定さ

れているところではあったりします。足

立区はかなり先駆的にいろいろなことに

取り組んでいるところがありますが、国

としての方向性、東京都としての方向性、

そして大事なのが足立区としての方向性

というところを考えていくに当たって、

私たちが今まで取り組んできていること

を踏まえて議論を行うことが必要になり

ます。 

 今日もたくさんいろいろな報告がござ

います。制度改正においても大きな問題

なく、スムーズな形で、できる限りこの

足立区内の地域包括ケアシステムの構築
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ということにつながっていけるよう、回

数自体はこの運営協議部会が２回という

形で少なかったりはしますが、親部会で

ある地域包括ケアシステム推進会議など

も併せて展開していくものになっていき

ますので、皆さんのいろいろなご意見や

気づきなどが大事になってきます。皆さ

んと一緒につくりあげていければと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

○地域包括ケア推進課黒川 ありがとう

ございました。 

 それでは、賀川副部会長、ご挨拶をお

願いします。 

○賀川副部会長 皆さん、こんにちは。

副部会長の賀川と申します。コロナ禍で

９波に入ろうとしていますけれども、定

点報告も上がってきまして、沖縄はコロ

ナの影響が少し下がっていますけれども、

皆さん本当に大変なところでご参集して

いただきまして、大変ありがとうござい

ます。本日もどうぞよろしくお願いいた

します。 

○地域包括ケア推進課黒川 ありがとう

ございました。それでは、本年度、委員の

皆様の改選もございましたことから、委

員名簿の順に鈴木委員から、簡単にご挨

拶をいただければと思います。よろしく

お願いいたします。 

○鈴木委員 こんにちは。花畑地区で民

生委員をしております鈴木由美子と申し

ます。よろしくお願いします。私は民生

委員の経験は長いので、ホウカツには本

当に大変お世話になっているのですが、

運営のこととなると全くの素人ですので、

１つひとつ勉強させていただいて、頑張

りたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

○地域包括ケア推進課黒川 ありがとう

ございます。それでは次に、結城委員か

らご挨拶をお願いします。 

○結城委員 ４月から社会福祉協議会地

域福祉部長となりました結城と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 私は基幹包括支援センターのセンター

長も兼ねておりますし、社会福祉協議会

として参加をさせていただきまして、現

場の声を届けられたらというふうに思っ

ておりますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

○地域包括ケア推進課黒川 ありがとう

ございました。それでは、議事に入らせ

ていただきます。 

 議事進行を大口部会長、よろしくお願

いします。 

○大口部会長 それでは、次第に沿って

進めていきたいと思います。 

 次第の２番目です。この部会自体の役

割について、改めて事務局からご説明の

ほうをお願いいたします。 

○瀬崎課長 皆様こんにちは。地域包括

ケア推進課長、瀬崎でございます。本日

は酷暑の中お集まりいただきましてあり

がとうございます。また、本日総合司会、

例年ですと坪井係長がやっておりますが、

今日は不在ということで、黒川が担当し

ますので、よろしくお願いします。 

 資料のほうはＡ４の横で、文字が小さ

くて大変申し訳ございません。鈴木委員、

結城委員が今回初めてということもあり

まして、この運営協議会の部会の役割を

改めて位置づけについてご説明させてい

ただきます。 

 この運営協議部会の法的根拠につきま

しては、介護保険法施行規則１４０条の

６６第２項ということで、介護保険法施

行規則というのは１８０条ぐらいあるの

ですけれども、この中の１４０条の６６

第２項に位置づいております。ホウカツ
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は市町村が設置した地域包括支援センタ

ー運営協議会の意見を踏まえて、適切、

公平かつ中立な運営を確保することとさ

れているという位置づけになっておりま

す。 

 原則として、市町村ごとに１つの運営

協議会を設置することになっています。

また、運営協議会の構成メンバー③のと

ころにございますけれども、「次の掲げ

る基準とし、ホウカツの公正・中立性を

確保する観点から、地域の実情に応じて

区長が選定する」ということでございま

して、１、介護サービス、介護予防サービ

スに関する事業者及び職能団体、医師、

歯科医師、看護師、介護支援専門員等。２、

介護サービス及び介護予防サービスの利

用者、介護保険の被保険者。３、介護保険

以外の地域の社会資源や地域における権

利擁護、相談事業を担う関係者。４、前号

に挙げる者のほか、地域ケアに関する学

識経験者ということで、皆様方に委員と

いうことで、構成メンバーという形で選

任させていただいているところでござい

ます。 

 所管事務につきましては、④というこ

とで、大きく５つあります。１番、ホウカ

ツの設置に関すること。足立区内２５カ

所のホウカツを設置しています。２番、

ホウカツの行う業務の方針に関すること。

３番が、ホウカツの運営に関すること。

４番が、ホウカツの職員の確保に関する

こと。５番が、その他、地域包括ケアに関

すること。こちらの内容が所管事務とな

っておりますので、１年間よろしくお願

いいたします。以上でございます。 

○大口部会長 ありがとうございました。

今、この資料を基にして、部会の役割に

ついてご説明を頂きましたが、皆様のほ

うで何かお気づきの点だとか、この部分

どうなっているんだという話がありまし

たら、皆さんよろしくお願いいたします。 

 一応私からも皆様に、これは足立区で

設置しているものではありますが、地域

包括支援センター運営協議部会は、原則

として市町村に必ず置くことというふう

になっています。足立区以外の市町村で

もこの運営協議会というのは開催されて

いて、足立区の特徴としては回数として

は年２回ということにはなりますが、推

進協議会のほうの、あちらの推進会議と

もきちんと連動しているという点で、議

論自体はつながっている点、これは大き

な特徴だと思います。 

 もう１点、右側に所掌事務という形で、

部会のほうで話し合われる議論というこ

とが入ってきたりします。特に足立区の

場合、３番のホウカツの運営に関するこ

とということで、運営協議部会という、

運営という言葉がつく会議体であるとい

うことを、特徴として示すように、後ほ

ど説明がある業務委託評価みたいな形で、

運営協議会のメンバーまた区の職員が一

緒になって、ホウカツの運営を見ていく

ということは、他の市町村さんではここ

までできていない部分ということで、特

徴的な部分であるかと思います。 

 そのほかにも設置に関することとか、

業務の方針に関することということが出

てきていると思いますが、設置に関する

ことで言うと、後ほどご説明がある更新

だとかそういった事務的なこと、また先

ほど私がお話しした制度改正などが起き

たときには、またこの中の（３）とか（４）

とかみたいな予防給付に関わるような話

というのは、またこの場でも少し議論に

なる部分もあるのかなというふうに思わ

れます。 

 ただ、いずれにしろ、全部網羅して知
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識を持っておくべきかと言うと、もちろ

ん委員としてそれぞれのお立場でのこと

はありますが、私たちの場合、協議事項

で業務評価とかという形で、足立区内の

ホウカツを現状を見たり把握したりする

機会がありますので、それを通じてこの

所掌事務の中にある例えばホウカツの職

員の確保に関することとか、その他、地

域包括ケアに関することというものも、

この場でこの議論というよりか、この評

価の中を通じながら把握して、しっかり

この会議の中で、また推進会議の中で議

論をつなげていくみたいなことができる

会議体になるかと思いますので、それ自

体は少なくとも機能的なものになってい

るかと思いますので、それぞれよろしく

お願いいたします。 

 少し説明が長くなってしまいました。

そのほか何かお気づきの点はありますか。

また、もし気になる点がありましたら、

後ほどまたご説明いただければと思いま

す。 

 では、早速部会の中の協議事項と報告

事項のほうに入っていきたいと思います。 

 次第の３番に、令和５年度のホウカツ

の業務委託評価の実施ということの協議

事項がありますので、こちらのほうを事

務局からご説明をお願いします。 

○地域包括ケア推進課黒川 それでは、

資料としまして「地域包括支援センター

運営協議部会協議・報告資料」というホ

チキス留めのものをお手元にご用意くだ

さい。 

 まず、本日は協議事項が１つ、それか

ら報告事項が６つございます。 

 まず、１ページ目をご確認ください。

件名としましては「令和５年度地域包括

支援センターの業務委託評価の実施につ

いて」となっております。今回、令和５年

度の評価委員の選任と、実施計画の案を

示させていただいております。こちらを

協議いただきたいと考えております。 

 足立区には全部で２５か所のホウカツ

がございます。業務委託評価ではホウカ

ツ１つひとつを委員の皆様にご評価いた

だくというものです。 

 まず、項目の１つ目でございます。評

価委員の選任についてです。この部会に

おきましては、１０名の委員の皆様がい

らっしゃいますが、評価委員につきまし

ては（１）に記載の委員の皆様にぜひ携

わっていただきたいと考えております。

大口委員、中村委員、鈴木委員、村岡委員、

結城委員、こちらの５名の皆様に本年度

の評価委員をぜひお受けいただきたいと

存じております。 

 次に、２の実施計画（案）でございます。

目的は記載のとおり地域包括ケアシステ

ムの推進について、ホウカツに必要な支

援を行っていくというものです。 

 （２）の体系についての詳細は、恐れ入

りますが別紙１をご確認ください。Ａ３

のＰＤＣＡと書かれているものです。足

立区において、ホウカツの業務委託評価

は令和４年度から本格実施を行っており

ます。ＰＤＣＡサイクルというふうに記

載がありますが、計画を立てて、実行を

して、それから活動を委員の皆様に評価

して頂く。そして、改善するべき点があ

れば次年度に向けて、区の担当者が改善

に向けて動いていくというふうな流れで

進めていきます。 

 評価に該当するチェックをご覧くださ

い。足立区は、国で示されています評価

項目を一部変更させていただいて、独自

の評価を行っております。足立区におき

ましては履行評価、取組評価、委員評価

という３つの形で、全体を評価する形を
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取らせていただいています。 

 まず、業務委託評価には３つの視点が

あります。履行評価、取組評価につきま

しては、区の担当職員による評価を実施

いたします。ホウカツに関係する３課６

係で評価を実施しています。 

 履行評価につきましては、委託仕様書

の履行状況。取組評価におきましては、

履行状況と取組内容などで単純に仕様書

に記載のある内容だけでなく、特にホウ

カツで工夫、業務を効率的に行っている

というものがあれば、区の担当者が評価

を行っております。 

 委員評価につきましては、利用者目線

に立っていただきまして、それぞれのお

立場から専門的で客観的な視点として評

価を頂きたいと考えております。こちら

につきましては、１月の下旬から２月の

上旬までで、委員の皆様に評価をしてい

ただいくというものです。 

 続きまして、別紙２の資料をご覧くだ

さい。Ａ４横でホチキス留めされたもの

です。 

 こちらは業務委託評価の実施方法（案）

です。まず、別紙２の１ページ目です。こ

ちらは令和４年度までの業務委託評価で

の問題からその解決方法というところま

で書かせていただいております。令和４

年度本格実施として評価を行ったところ

ではございますが、配点における委員評

価の割合が大きく、負担感が大きいとい

う問題。ヒアリングの時間が短く、委員

の皆様にご準備いただいた質問を、全て

ホウカツの方に回答いただく前に時間が

来てしまうという問題も発生しておりま

した。したがって、令和５年度はそうい

った問題点を解決した上で、委員評価を

行っていただきたいと考えております。 

 解決策としましては、令和４年度は履

行評価６０点、取組評価は４０点、委員

評価を５０点の１５０点満点で採点をし

ておりました。これを令和５年度は履行

評価を６０点、取組評価を３０点、委員

評価を１０点の１００点満点としたいと

考えております。また、令和４年度はヒ

アリングの時間を４５分としておりまし

たが、令和５年度は６０分としたいと考

えております。したがって、変更点とし

ましては取組評価が４０点から３０点に

変更される。委員評価が５０点から１０

点に変更される。総得点が１５０点から

１００点に変更されるという点でござい

ます。 

 続いて、２ページをご確認ください。

業務委託評価の実施方法でございます。

令和３年度から令和５年度までの記載が

ございます。比較してご覧いただきたい

と思います。 

 実施場所、現地確認についてですが、

前年度同様、足立区内の会議室、現地確

認は希望者のみとさせていただきたいと

考えております。ヒアリング時間は記載

のとおり先ほどご説明した６０分とした

いと考えております。また、日程につき

ましては、前年度と比較しまして４５分

から６０分に延ばすという都合上、５日

から６日に増加をするということを見込

んでおります。 

 続いて、３ページをご確認ください。 

 今後のスケジュールです。先ほどの評

価に関わっていただく５名の委員の皆様

におかれましては、評価を実施する１月

から２月までにかけて評価の実施の前に

１に記載のとおり、事前の勉強会という

ものを開催したいと考えております。こ

ちら令和５年１１月１０日、午後２時か

ら４時までを予定しております。詳細に

つきましては、後日通知でお知らせいた
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します。 

 また、項番３に記載のあるとおり、次

回の運営協議部会は令和６年２月２９日

を予定しております。こちらも改めて通

知でご案内させていただきます。ホウカ

ツの委員評価におきましては、まずこの

ような形でぜひ実施させていただきたい

と考えております。 

 大口部会長に進行をお返しします。 

○大口部会長 ご説明ありがとうござい

ました。いろいろな資料を使ってご説明

いただいた部分があります。今回の協議

事項ということで、皆さんでこれを確認

して協議して、確定していくというとこ

ろが今回の目的としてありますので、皆

さんにいろいろご質問などをお伺いしな

がら進めていきたいと思っております。

ただ、内容としてはたくさんのことがあ

りますので、１つずつ追って確認をしな

がら行きたいと思っています。 

 資料がたくさんあるのですが、まず、

皆さんに先に質問などを含めてしていき

たいのが、こちらの協議・報告資料、評価

資料とＡ４の評価委員の選任というとこ

ろがあると思います。こちらはほかの説

明資料には書いていないところで、ここ

しかない部分なので。 

 今回、事務局からご説明があったとお

り、１０人部会の委員がいるのですけれ

ども、５人という形で選任して、こちら

の皆様にご協力いただいて、業務委託評

価をやっていく話が出てきています。先

ほどご説明がありましたが、評価の視点

として利用者目線、いわば区民目線に立

って、専門的な部分というのももちろん

それぞれにあったりしますが、区民目線

で見てどうなのかみたいな話というのは、

今までの評価でもすごく大事な視点だっ

たりする部分があると思いますので、こ

こを５人という形になると思います。た

だ、もちろんそのほかの皆様につきまし

ても、しっかりと評価として行われたこ

とはお伝えしつつ議論をしていくという

形になるかと思います。 

 皆さん、こちらの評価委員の選任につ

いて、何か質問だとか疑問点、気づきの

点はありますでしょうか。こういう形で

１個ずつ確認していきたいと思います。 

 では、会議自体は２回と先ほど話しま

したが、勉強会などを含めると数回とい

う形で、ここに選ばれた皆様については

出席していただくようなことが多くなっ

てしまうと思いますけれども、皆様から

質問とか質疑とか何か特になければ、こ

ちらのほうで進めていきたいと思います

がよろしいでしょうか。ありがとうござ

います。では、ご担当になった皆様、１年

間よろしくお願いいたします。 

 次に、実施計画ということで、別紙１

を踏まえながら事務局からご説明があり

ました。ホウカツの業務の運営なども含

めて、よりよくしていくということで別

紙の大きいＡ３の図です。こちらは推進

会議のほうでも説明があった図かと思い

ます。ＰＤＣＡということで、計画を立

てて実行していくところの様子を確認し、

それで改善してよりよくしていくという

流れです。こちらのほうの流れと説明に

ついて、お気づきの点とかご意見とかあ

りましたら、皆さんからお伺いできれば

と思いますが、いかがでしょうか。どん

なことでも大丈夫です。 

 では、私のほうから、事務局に確認と

いう形でよろしいでしょうか。 

 このＡ３の図のチェック、Ｃですね。

評価という形で、私たちが行う委員評価

というところ以外の、自己評価だとか、

履行評価、取組評価というものがあった
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りするのですが、もちろん私たちの委員

評価というところの勉強会はあるわけで

すけれども、こちらの履行評価とか取組

評価とか、そちらの自己評価みたいなと

ころの中身とか内容についても、また勉

強会だとか、会議の場でもまた説明があ

ったという形になりますでしょうか。 

○地域包括ケア推進課黒川 評価の内容

について、全て明らかにしてご説明する

ということは現状考えておりません。し

かし、どういった視点で区の職員は評価

をしているかということについては、改

めてご説明はさせていただきたいと考え

ております。 

○大口部会長 皆様、かなりの項目数が

あったりして、自己評価もホウカツの

方々のご負担という部分もありつつ、振

り返りの機会ということでもあったりす

るので、そういう形で補いながらやって

いくという形ですね。承知しました。 

 そのほか皆さん、何かございますか。 

○結城委員 Ｐｌａｎ、Ｄｏ、ＣのＣｈ

ｅｃｋのところで、自己評価２２８項目

ということですが、先ほど司会の方から、

厚生労働省が作成したホウカツの運営マ

ニュアルに基づいてということなのです

けれども、他区でもやはりこのぐらい多

い項目でやられていたりするのかと教え

てもらえればと思います。 

○地域包括ケア推進課黒川 厚生労働省

が作成したマニュアルを使用して自己評

価の項目を作成した場合、ほかの自治体

でも似た評価項目になるかと思います。 

 足立区におけるホウカツの自己評価の 

目的としましては、新規に入った職員が

ホウカツとしての動きを勉強する、また

自分の業務を振り返って、書かれている

内容について自分はできていたのかとい

うところを振り返って、よりよいホウカ

ツの職員となることを目的としています。 

 さらに、付け加えさせていただきます

と、足立区の１００点満点の業務委託評

価には含まれない、ホウカツの職員向け、

ホウカツの職員をよりよくするための評

価という形で、ほかの評価とは毛色の違

った評価になっています。 

○結城委員 分かりました。ありがとう

ございました。以上です。 

○大口副部会長 ありがとうございます。

確かに今、すごく大事な視点が２つぐら

いあったかなと思います。１つが、３年

以内の職員というお話があるかと思いま

すが、結構、ホウカツの職員さんの入れ

替わりだとか、もちろんいろいろな意味

でも入れ替わりがあるかと思うんですけ

れども、足立区内も結構な数ありますね。 

○地域包括ケア推進課黒川 ほかの区の

状況を把握しているわけではないので、

足立区が他区と比べてホウカツ職員の入

退職が多いか少ないかというところは、

単純に比較できないところではあるので

すけれども、職員の入れ替わりはありま

す。 

○大口副部会長 いわばホウカツの数が

２５もあるという、２００を超えるだけ

のホウカツ職員がいる中で、もちろんず

っといらっしゃる方もいれば、新規に入

職される方もいらっしゃる。もちろん長

年いる方にはもう周知のとおりではある

とは思うのですけれどもその中の部分を

振り返る機会という形で自己評価を行っ

ているということですかね。 

○地域包括ケア推進課黒川 はい。おっ

しゃるとおりです。 

○大口副部会長 他区の状況という話か

らすると、結城委員が言われたように、

自己評価みたいなことをやっていらっし

ゃる他区さんはもちろんあります。いろ
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いろなシンクタンクを入れたりとか、い

ろいろな形でつくられた項目があったり

とか、自由記載がすごくたくさんあるよ

うな他区もあったりということもありま

す。また、他区の中では対象者を限定せ

ず自己評価を行うけれども、センター長

さんが答えてということのほうが多かっ

たりして、末端の現場の職員さんまで伝

わっていくかというと、なかなか難しい

部分があるのかなというところは、私自

身も把握しています。 

 ただ、項目数が多くて大変だというご

意見は出てくるかなとは思うので、そこ

ら辺は見直しの部分も含めてやっていく

必要があるのかなというところですかね。 

○鵜沢委員 介護サービス事業者連絡協

議会の鵜沢です。質問なのですが、この

Ｃの部分の評価は３年以内の職員という

ご説明でしたが、３年以降の職員さんは

どういうふうになりますか。 

○地域包括ケア推進課黒川 ３年以降の

職員については、自己評価という評価の

対象ではなくなり、任意の実施になりま

す。なので、対象の職員に自己評価が必

要だとセンター長が判断すれば、自己評

価を行うことで、振り返りをすることも

可能です。 

○鵜沢委員 ありがとうございました。 

 実際、現場での使われ方として、３年

以内にやりました。もうやっている方は

たくさん出ているだろうと思うのですが。

このたくさんの項目の意図としては、そ

の職員さん１人ひとりの質の向上みたい

なところにあるのかなと思うと、ホウカ

ツで継続的に自己評価が使われているか

どうかという把握は区でされていらっし

ゃるのでしょうか。 

○地域包括ケア推進課黒川 各ホウカツ

に自己評価を行ってくださいという通知

を毎年行っています。また、提出も求め

ていますので、区で把握できていると考

えています。 

○大口副部会長 ありがとうございます。 

 Ｃの部分が重層的と言ったらいいので

しょうか、自己評価の自分だけのことか

ら、区のほうでの委託という形で運営し

ているので、その視点でのもの、そして

私たちが区民目線でというところの観点

での委員評価というところで、重層的に

展開しているという点からして、今みた

いなお話で、ずっと何年もやってきた業

務の部分をちゃんと積み重ねていくこと

も大事だと思うので、そこら辺も参考に

しながらやっていく形になりますかね。 

 皆様、ほかにいかがでしょうか。 

 あとは今回、このＰＤＣＡサイクルを

出してきている部分もありますが、私た

ち運営協議部会として令和５年度から令

和６年度という形で、本格実施という形

で進んできてはいると思うので、本格実

施していく中でどういうふうに私達自身

ＰＤＣＡを回していくということも大事

だと思います。例えば、左下の改善要求

という言葉のことについては、前回私も

推進会議のほうでお伝えして、どうでし

ょうかという話もさせていただきました

が、また今年１年、こういうふうな形で

やってみた中で、やはり改善的な要求の

部分の話と、またそれではない部分の話

とかというところの実態を見ながら確認

して、言葉だとか、どういう形が相手と

対話ができるのかだとか、いろんなこと

を加味しながら次のまた図というか更新

していく形ができればと、思ったところ

です。 

 このアクションのところも、結構あれ

ですよね。今までやっていないことをや

っていたりしますよね。 
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○地域包括ケア推進課黒川 そうですね。

令和４年度の結果が普通というホウカツ

が６か所ございました。そのホウカツに

対しまして、現在出張研修を基幹地域包

括支援センターと共催という形で、機能

強化のために現在まさに訪問させていた

だいているところでございます。 

○大口副部会長 その際には、区の方だ

けではなくて、基幹地域包括支援センタ

ーの方々も一緒に伴走していただいてと

いう形になりますか。 

○結城委員 この６か所については包括

支援課という課で一緒にさせていただき

まして、出張という形でやらせていただ

いています。 

○地域包括ケア推進課黒川 現在、２か

所行っていまして、残り４か所残ってい

る状況です。 

○鵜沢委員 その６か所の選定というの

は、どういう基準なのですか。 

○地域包括ケア推進課黒川 前年度、業

務委託評価を行った中で、６０点以上８

０点未満が基準になっています。 

○鵜沢委員 分かりました。 

○大口副部会長 普通という言い方では

あるのですが、やや全体として低めだっ

たところが６か所という話になりますか

ね。 

○瀬崎課長 普通のところが６か所あり

ましたが、その６か所の内訳のうち７９

点が２か所、７８点も２か所。一番低い

ところでも７４点でした。というところ

で、非常にここも本当に試行錯誤で、先

ほど委員の点数配分を変更させていただ

いたのですけれども、そこの委員評価の

５０点というところが非常に浮き沈みに

つながる結果なってしまったというとこ

ろもあって、そこを今回、是正というこ

とでご提案させてもらったというところ

です。まさに今年度の評価のところは、

本当に事実に近い形で適正な評価ができ

るのかなと思っていますので。どういう

視点で評価しているかというところと、

どんな改善指導したのかというのは、次

回の部会のときにはご説明できるように

したいと思っています。 

○鵜沢委員 その出張研修というのは、

中身は一緒なのですか。それともホウカ

ツさんの結果によって研修する内容はカ

スタマイズされているのでしょうか。 

○地域包括ケア推進課黒川 前年度、評

価を下げる原因となった事業が幾つかあ

ります。その事業に即した内容で行って

います。例として、あるホウカツでは、家

族介護者支援事業が原因で評価が低くな

ってしまった。ほかのホウカツでは、総

合相談支援業務の中の実態把握が、低評

価の原因であるというようなところは区

で分析を行いまして、それぞれのホウカ

ツに対して有効だと思われるものについ

て研修を行っています。 

 また、出張研修というところで、区の

職員とホウカツの職員がお会いするとい

うのは、あまり現状では多くはない状況

です。なので、貴重な機会と考えており

まして、ホウカツの日頃の業務の中での

疑問点をなくしていけるように、各業務

の担当係長も連れてホウカツのほうに出

張研修を行っています。 

○瀬崎課長 実際に去年評価に差が出て

しまったのが、実態把握訪問の項目で。

コロナ禍もあって、法人としても接触が

なかなかできないというところもあって、

そこで点差が開いたところがあったので、

そこの部分について今年度は大分改善さ

れるのかなと思うところです。 

 こちらのＤｏのところの２番の総合相

談支援というところで、実態把握の訪問、
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介護予防チェックリストで訪問したほう

がいいというところについては、訪問を

積極的に行ってほしいというところがあ

ったのですけれども、当然、積極的に通

常どおり、通年どおりやっていただいて

いるホウカツと、コロナ禍だったのでな

かなか法人としては厳しいというところ

もあったというところで、そういった差

が出てしまったのかなというところが見

受けられました。 

○鵜沢委員 まだやり始めたところだっ

たこともありますけれども、現場の雰囲

気がどんな感じだったのか。及第点なの

だけれども、研修を出張で来られる立場

のほうとしたら、どんなモチベーション

なのだろうと思って。 

○大口副部会長 １つ言うと、ホウカツ

の一部は、各ブロックでは動いているの

ですけれども、その間、他のブロックと

の交流とかというのはあまりなかったり

します。なので、こっちのホウカツがこ

ういうことをしていますよというのを、

少し基幹を通じて伝えられていたりする

ので、そういう意味では、そんなやり方

していたんだとかということだったり、

そういう他区の他ブロックの情報なんか

も共有できるという意味では、有効かな

と思っています。 

○鵜沢委員 ありがとうございます。 

○大口副部会長 アフターフォローの仕

組みを入れたということで、それがどの

ような形でというのも、チャレンジでは

あったりすると思うので、いわゆる評価

をしっぱなしではなく、実際にそこで課

題になっていることを足立区全体の中で

も標準化していく上でも大事になったり、

担当の方々もどこら辺でつまずくのかな

というのを気づく部分かと思うので、そ

ういった意味で言えば、ホウカツ自身を

よりよくしていくということだけでなく、

区においてもどういうふうにやっていけ

ばいいかなという情報を得ていく効果は

あるのかなというところはありますかね。 

○鵜沢委員 低いところ、足りないとこ

ろを何となく指摘されるだけではなくて、

結城さんのおっしゃった、逆にいいとこ

ろを伸ばす、褒めるみたいなところの視

点があると受け入れやすいのかなと思い

ました。 

○地域包括ケア推進課黒川 ありがとう

ございます。 

○大口部会長 足立区、基幹地域包括支

援センターもあり、二十幾つもあるので、

そういった意味では情報共有ができると

いうのは私たちの区の特徴だと思うので、

そこら辺を生かしてやっていくという形

ですかね。ありがとうございます。 

 あと先ほどのところの部分の別紙の２

にある、先ほど瀬崎さんより話がありま

した配点の変更や時間の変更は、昨年度

の実態を踏まえた上での私たちなりのＰ

ＤＣＡを回すときの案ということになる

かと思います。ここら辺につきましても、

実際に対応される方々もいらっしゃると

思いますし、客観的に見てどうかという

ところも含めて、ご意見を頂ければと思

いますが、いかがでしょうか。 

○鵜沢委員 よろしいですか。１ページ

目のこれは配点を変えたということです

が、委員の方の負担軽減はそのとおりだ

と思います。が、配点を変えただけで質

問数とかを変えたとかいうことはないの

ですよね。 

○地域包括ケア推進課黒川 質問数自体

の変更はありません。質問数につきまし

ては、評価を行うに当たりまして、評価

シートを使用しています。評価を行うに

あたって、ホウカツから令和５年度の業
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務計画書と、令和５年度の上半期にどう

いった事業を行ったのかという報告書を

用意していただいています。これに基づ

いて委員評価を行います。提出物を読ん

でも評価ができない、またヒアリングを

する中でも評価ができないということで

あれば、点数がつかないという仕組みに

なっています。なので、質問数について

は各委員によって異なります。 

○鵜沢委員 実際に私たちがチェックし

たところに対しての割合が出てくると思

うので、その割合が出たときに５０点満

点でやるのか１０点満点でやるのかとい

う形の変更になるという理解で大丈夫で

すか。 

○地域包括ケア推進課黒川 おっしゃる

とおりです。ありがとうございます。 

○鵜沢委員 私は評価委員ではないので

すけれども、中身について検討した結果、

この方法ということであれば私はこれで

何も問題はありません。 

○地域包括ケア推進課黒川 ご質問あり

がとうございます。 

○大口副部会長 大きく配分点が変わる

というところの部分が気になる方もいら

っしゃるかもしれません。満点がそもそ

も１５０から１００に変わっていたりす

るので、実績には１５０点の中の部分の

１５０点満点ということを動かさずに点

数を変えるのではなくて、満点自体が変

わったりするので、４０点の差があると

いうか、実際は５０点満点が減った状態

での４０点というお話なので、多少の配

分の違いぐらいになりますかね。 

 あとは去年の結果と今年の結果を比較

するときに、多少違いは出るかと。 

○瀬崎課長 そうですね。そういう考察

があるかもしれないです。 

○大口部会長 そこに対しては、事務局

の皆さんとしても、出てきた結果を踏ま

えつつ、捉え方としてどうしていくかと

いうことを今後の構成を考えるみたいな

考え方でよろしいですかね。 

○地域包括ケア推進課黒川 はい。間違

いないです。 

○大口部会長 時間のほうはいかがです

か。１時間という形。 

○結城委員 結城です。時間のほうが１

５分拡大されたというところで、聞く時

間がすごく増えたのかなという印象です。

あとは時間が増えれば増えるほど、時間

配分が大事なのかなと思います。そこを

意識しながら、増えたとはいいながらも、

結局６０分では終わらないという可能性

もあったりするので。こちらのほうで聞

きたいところのポイントを絞るという形

でやらせてもらえればと思っていますの

で、６０分で良いかなと思いました。以

上です。 

○大口部会長 １コマ増える形にはなり

ますが、それで緩やかに時間配分を意識

しながらできるという形かと思います。 

 あと最後、今後のスケジュールのとこ

ろですね。スケジュールについては事前

にお伺いしているところもあったりはし

ますが。１日換算すると５か所ではあり

ますが、午前中２か所、午後３か所とい

う形になるかというところですかね。予

備日を設けてというところかなと思いま

すが。 

○鵜沢委員 現地確認がなしになってい

ます。令和４年度が希望者のみと書いて

おりますが、希望というのはどちらの希

望のことを言っているのでしょうか。 

○地域包括ケア推進課黒川 委員の皆様

からのご希望があればというものです。 

○大口部会長 希望される方がいたらと

いう形で行くという形になりますね。 



12 

 

○鵜沢委員 私はケアマネジャーの仕事

をしながらですが、いろいろなホウカツ

さんに顔を出すことが多いのですけれど

も、その雰囲気というか、建物の事情で

しようがないのですけれども、きっと地

域住民の方からも何となく入りやすい、

何となく入りにくい、みたいなところが

あります。そこはなかなか評価として数

字で表すのは難しいのですけれども、現

地確認も大事なのかなと思いました。 

○大口部会長 そこら辺は事務局として

何かフォローするような何かがあったり

しますか。 

○地域包括ケア推進課黒川 現地確認を

もちろん全くやらないというものではあ

りません。３年の間に１度は現地確認を

行いたいと考えております。なので、委

員の皆様が１回も現地を訪れることなく、

３年の中で評価を終わるということはな

いようにと考えております。 

○大口部会長 資料としても、何か場所

だとか内容とかを少し補足するような資

料を、いつもつくっていただいていた部

分があるとは思うのですけれども。 

○地域包括ケア推進課黒川 今年度も、

ホウカツの外観や職務環境をお示しして、

現地確認を行わなかったとしても、ある

程度委員の皆様にホウカツの仕事内容や

職務環境を判断していただく材料として

ご提供できればと考えております。 

○瀬崎課長 補足です。今回評価委員、

中村委員と鈴木委員と村岡委員、地域か

ら、友愛クラブ連合会、あと民生・児童委

員協議会、町会･自治会連合会ということ

で、日頃ご自身が活動されているホウカ

ツとの関わり合いを持っているかと思う

のですけれども、全く違うホウカツがど

んなことをやっているのかなだとかとい

うところであれば、ここへ行ってみたい

だとか、そういったご要望にお応えした

いなと思っていますので、ぜひこちらの

エリアに行ってみたいだとかいうことで、

ご要望があればという形で柔軟に対応し

たいなと思っています。 

○中村委員 時間はこれでいいと思いま

す。ただ、私ももう８７で、今年の１２月

で米寿なので、足腰が弱くて、委員評価

を行う際は、余裕を持ったスケジュール

でやっていただけるとありがたいなと。 

○瀬崎課長 ご希望に添えるような形で、

対応したいと思います。 

○大口部会長 皆様のご予定もいろいろ

あるかと思うので、事務局の皆さんにお

伝えしていただきながらという形ですか

ね。 

 今、中村委員からお話がありましたが、

ほかの鈴木委員や村岡委員のほうで何か

ありますか。どうですか。 

○中村委員 どこでも大丈夫ですか。 

○鈴木委員 どこでもついて行きます。 

○瀬崎課長 ありがとうございます。 

○大口部会長 ほかには何かお気づきの

点はありますか。 

○鈴木委員 もう何も分からない状態な

ので、すみません。少しずつ覚えていき

ます。 

○大口部会長 そうですね。そういった

意味では、１１月１０日に予定している

勉強会ですね。これは今の部会の中での

話プラスアルファで、もっと詳しく進行

とか、内容とかを議論して、確認してい

くことになると思うので、そこでフォロ

ーができればいいですかね。 

 村岡委員、いかがですか。 

○村岡委員 去年からやらせていただい

て、少し見えてきたというぐらいなので、

今年もまた頑張っていきます。 

○地域包括ケア推進課黒川 よろしくお
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願いいたします。 

○大口副部会長 心強いご意見を頂けて、

ありがとうございます。 

 いろいろな変更とかあったりはします

が、私たち自身ＰＤＣＡを回していくと

いうところで試してみないと分からない

というところがあると思うので、またお

気づきの点がありましたら、事務局にも

ご質問いただいて進めていければと思い

ます。 

それでは、この案件、協議事項として

は、評価委員の選出、選任だとか、計画そ

のもの自体、スケジュールの全体として

はよろしいでしょうか。ご協力ありがと

うございます。 

 では、今回の業務委託評価に関わるこ

とにつきましては、追加の連絡がまた事

務局からあり次第、また勉強会など通じ

ながらやっていくことになるかと思いま

す。 

 では、続いて次第に戻ると、今度は報

告事項が幾つかあります。関連するもの

も多かったりしますので、いろいろな事

務局から一括してご説明いただけました

らお願いします。 

○地域包括ケア推進課黒川 ２ページを

ご確認ください。協議・報告資料と書か

れたものです。 

 報告資料の１件目です。件名は「地域

包括支援センター事業業務委託の契約更

新にかかる評価結果について」でござい

ます。地域包括支援センター新田の評価

結果について報告させていただきます。 

 対象の事業者は、地域包括支援センタ

ー新田。受託法人は社会福祉法人白寿会

となっております。この評価は令和５年

７月７日に行われました。 

 委員構成としましては、福祉部長の中

村、地域包括ケア推進課長の瀬崎、絆づ

くり担当課長の會田、高齢福祉課長の太

田、足立福祉事務所長の千ヶ崎。これに

加えまして、学識経験者としまして、大

口部会長にもご出席をいただいておりま

す。 

 結果としましては、評価項目の８割を

得たため、契約を更新するという結果に

なりました。業務期間としましては、来

年度の令和６年４月１日から令和７年３

月３１日までとなっております。今回が

事業業務委託評価の初の更新ですので、

最長で令和１１年の３月３１日まで社会

福祉法人の白寿会が地域包括支援センタ

ー新田を運営していくということになり

ます。このページでの報告資料は以上で

す。 

 次のページをご確認ください。報告事

項、こちら件名が「令和４年度総合相談

支援業務（実態把握）の実施結果につい

て」でございます。こちら副題にござい

ます「待ちの姿勢から予防の視点へ～必

要な人に、必要な時に、必要な支援を～」

となっています。こちらは特に令和２年

度から、実態把握の訪問について強化を

してまいりました。これまでは区民の皆

様からホウカツに困ってからご相談を頂

いて対応するという部分が実は大きかっ

たです。要介護認定を受けていない６５

歳以上の方に３年に１回介護予防チェッ

クリストを送らせていただいています。

おおむね５万人ずつ、３年間で順次送ら

せていただいているものでございます。

こちらのチェックリストの結果の中から、

支援が必要な方をしっかり把握させてい

ただいた上で、その方たちのご自宅にホ

ウカツ職員が直接訪問いたしまして、必

要な支援を提供させていただいていると

いう形です。こちらが実態把握の訪問と

呼ばれているものです。 
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 今お伝えしたとおり、２の対象者の抽

出方法に関しましては、介護予防チェッ

クリストの結果と、孤立ゼロプロジェク

トの結果を基に対象者を抽出しています。 

 ３の実施方法についてですが、（１）か

ら（４）に記載がありますとおり、戸別訪

問を基本としまして、それに加えまして、

窓口にいらっしゃった方、それから区が

実施している介護予約教室。それに加え

て電話等も利用させていただきながら、

必要な支援を提供させていただいており

ます。 

 ４の実施結果をご覧ください。実態把

握数といたしましては、令和３年度が２

万３，５４８人から令和４年度の４万８，

９４３人と大幅に増えているところでご

ざいます。この間、コロナ禍での訪問と

いうところで非常に厳しいものがありま

したけれども、令和３年度から、もっと

言えば令和２年度からも大きく増加して

おりますので、しっかり力を入れながら

進めさせていただいていると考えており

ます。 

 内訳としましては、１から８までにご

ざいますとおり、必要な支援としては、

例えば介護予防教室。その方の状態に必

要なものをチェックリストから分かって

きたものを基に、実際にお会いして、必

要な情報や必要を提供させていただいて

おります。 

 併せて、２にございますとおり、介護

保険の申請、医療受診の勧奨、につなが

る相談というものは、なかなかご自身で

はお体の状況が分からないという方に対

しましても、きっかけになるというとこ

ろになっております。 

 また、３、４に書かれているとおり、住

民主体の自主グループでしたり、民生委

員の方々の見守り支援等も開始させてい

ただいているところでございます。 

 一方で、支援が必要な方ではなく高齢

者の中でまだまだお元気な方もいらっし

ゃるかと思います。ご自身が動けて、地

域の中で活躍できるような方を、ホウカ

ツが実態把握の中で発掘させていただき

まして、区で実施している住民主体の自

主グループのリーダー養成研修を研修し

ていただいて、地域の中で高齢者の方が

自ら地域の高齢者の方の支援に回ってい

ただくような仕組みもつくっているとこ

ろでございます。 

 一方で、７の就労中のところは、今は

６５歳を超えても働いている方も珍しく

ない時代でございますので、このような

数字となっております。 

 このページでご説明するものについて

は以上でございます。次のページをご確

認ください。 

 私からご説明する最後の報告事項です。

令和５年度総合相談支援業務（実態把握）

の実施方法について報告させていただき

ます。 

 まず、項番１の実態把握対象者の抽出

方法の一部変更についてというものをご

確認ください。 

 表をご覧ください。区分としましてＡ、

Ｂ、Ｃ、黒色の星、白色の星と分かれてお

ります。こちらご説明させていただきま

す。 

 区分Ａは介護予防チェックリストの結

果、認知症の疑いがある方、また未返信

だった方、エラーがあった方、こちらを

区分のＡとしています。 

 区分のＢは介護予防チェックリストの

調査の結果、うつ、閉じこもりの傾向が

ある方を区分のＢとしています。 

 区分のＣは、運動器、口腔、栄養、こち

らに課題があるという回答を得た方につ
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いては、区分のＣに該当しております。 

 星が２つあるかと思うのですけれども、

黒色の星については、地域活動に意欲が

あり、さらに自分が主体的にグループを

運営するというような方を黒色の星とい

う区分にしています。白色の星について

は、自分ではグループを運営するのは難

しいけれども、何か機会があれば参加し

たいという回答を頂いた方を白色の星と

区分しております。 

 変更点としましては、令和５年度以降

というところを見ていただいて、７０歳

以上と書かれたものです。こちらについ

て変更がございます。変更を行った理由

についてご説明させていただきます。 

 前年度までは、実態把握対象者を全て

の区分で６５歳以上にしておりました。

それを、令和５年度については、区分Ａ

からＣで認知症の疑いがない方について

は、７０歳以上を実態把握対象者とさせ

ていただいております。この理由としま

しては、区分のＡという方が実態把握対

象者の大きな割合を占めていますが、就

労中や不在でお会いすることが難しく、

また介護予防事業への参加も少ないとい

うことが、過去３年間の実態把握の結果

で分かってまいりました。この結果を鑑

みまして、実態把握対象者の区分Ａから

Ｃまでで、かつ認知症の疑いがない方に

つきましては、６９歳以下の方を対象者

から除外し、戸別訪問の効率化とフレイ

ル予防の効果を高めたいと考え、一部変

更いたしました。 

 私からの説明は以上となります 

○大口部会長 ３つありました。大きく

分けて２つの話かと思います。いわゆる

１つ目が新田の話です。契約更新に関わ

るような案件として、新田について契約

更新という名前がついていますけれども、

法人が変わるということがありまして、

その上での期間でどういう状況だったか

なと確認したというところですね。ほか

のホウカツと同じように、これから運営

していく部分がありますみたいなことか

と思います。 

 もう１つが実態把握です。こちらのほ

うにつきましては、今までの状況ですね。

どれぐらい実施できてきているかという

話と、今後の姿勢ですね。毎回サブタイ

トルがついてくるのが足立区の特徴だと

思うのですけれども、こういう方向性で、

重点特化してやってみようという話だと

思います。 

 以上の２点について、お気づきの点や

ご質問、ご意見等ございましたら、まず

ここで確認したいと思います。いかがで

しょうか。 

○鵜沢委員 質問です。２ページの新田

さんなのですが、更新最長５回までとあ

って令和１１年までなのですが、毎年度

更新制なのでしょうか。 

○地域包括ケア推進課黒川 おっしゃる

とおりです。毎年度、事業業務委託に関

するプロポーザルの評価を行って、毎年

度更新していくというような形になって

います。 

○鵜沢委員 新田さん以外も、ホウカツ

全部がそういう方針になったんですか。 

○地域包括ケア推進課黒川 いいえ。現

状プロポーザル方式で契約を結んでいる

のは、地域包括支援センター新田のみで

す。 

○鵜沢委員 だけですか。 

○地域包括ケア推進課黒川 今後、評価

結果が悪いホウカツから、プロポーザル

を行い、最終的には全てのホウカツをプ

ロポーザルで決めていくということを考

えております。 
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○大口部会長 令和７年から、数年かけ

てプロポーザルを行っていくという形に

なるわけですかね。 

○鵜沢委員 分かりました。ありがとう

ございます。 

○大口部会長 今ご質問があったとおり、

新田についてはプロポーザルということ

で急遽こういう形もあったりして、ほか

のホウカツとは足並みが違う形にはなっ

ているわけですけれども、先駆けてやっ

ているという形ですかね。 

 ほかにいかがでしょうか。中村委員、

お願いします。 

○中村委員 チェックリストは私なんか

ももらっていて、ちゃんと書いて出して

いますけれども、出さない人も結構いる

のですよ。認知症にしても一番気づくの

は、先生方か近所の人なのです。「あの人

この頃なんかちょっとおかしいよ」なん

て言って。それですぐホウカツへ連絡を

取ってホウカツの人に行ってもらったら、

逆に怒られちゃったのですよ。私はまだ

大丈夫だって。何で余計なことするんだ

と。 

 結局特に男性は、見栄みたいなものが

あるからね。先生かなんかに言われたと

きはちゃんとしちゃって、先生が何か聞

き行ったときも「うん、大丈夫です。」と

か言う傾向にあるんで、その辺のところ

をよく見極めて。もっと近所の人たちか

らの情報を組み入れるような方法が何か

あればいいなと思っているんですよ。 

○大口部会長 どうですかね。 

○結城委員 社協の結城です。今、中村

委員からあったとおり、近所の方からの

通報というか、情報提供、すごくありが

たいです。今、絆づくりのほうでも、地域

の方と連絡会とかもやっていますので、

ぜひ地域の方についてはそういったもの

を知っていただきたいのと、ホウカツの

会議があるので、そこに参加いただきた

いなというふうに思っています。その都

度、情報を頂けるとホウカツのほうから

すぐ訪問させてもらいますので。１回で

も訪問すれば利用者から拒否されてもホ

ウカツの台帳に載ります。今後も継続的

に関わることができるので、ぜひ情報を

頂けるとありがたいなというふうに思っ

ています。あとホウカツも今、出張相談

なんかも始めていますので、比較的相談

しやすくなってきていると思います。そ

ういったものも活用いただけるとありが

たいと思っています。 

○中村委員 私の場合、伊興だからね、

伊興のホウカツだから常に連絡を取りな

がら、一緒に介護予防とか認知症のサポ

ーター講座をやっているんだけれども、

確かに書いてあるとおり、介護予防教室

と言うとあまり来ない。認知症と言うと、

やはり身につまされるから大勢集まって

くる。この辺のところの言葉の使い方も

あると思いますよ。予防ならいいやなん

て思うかもしれない。認知症と言われる

と、私も考えなきゃなんて思うんだろう

ね。 

○結城委員 そういった意味で言えば、

その方々の関心どころをちゃんとつかま

えてお応えしていくということが大事で

すね。 

○中村委員 そう。その辺をうまくつか

んでやれば、もう少し増えると思います。 

○結城委員  足立区の場合は、地域の

方々のご尽力の部分と、あと今回のこの

実態把握というのは、待ちではなくて予

防という形で、ホウカツのほうから、ど

んどんアプローチしていくという形です

から、地域の方のご協力とホウカツから

の積極的アプローチ、この両サイドから
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攻めていくという形になるわけですかね。 

 この実態として、ホウカツは、この訪

問数がすごく多くて大変です。この実施

方法の変更については、リスクの高い方

を優先にして訪問することで、より網に

引っかかる数が上がったと思います。 

○瀬崎課長 実際今まで６５歳以上とい

うところでくくっていましたけれども、

やはり空振りがすごく多くて。会っても

なかなかまだまだ必要ないという方が多

かったというところもあったほか、認知

症の集団検診も７０歳からというところ

もありますので、１つのターゲット、基

準ということで、今回、認知症の疑いが

ある方以外は７０歳以上ということで年

齢の区分を上げてあります。 

○大口部会長 そこで漏れたというか少

し外れた方については、様子を見つつ、

そういうところが課題になるかどうかを

見ながら、対応をフォローしていくみた

いな感じですか。 

○瀬崎課長 そうですね。ほかの地域の

民生委員の方々と情報共有しながら、絆

のあんしんネットワークとかそういった

ところもありますので。それで気になる

人がいれば、先ほど結城委員がおっしゃ

ったとおりホウカツへということで、ホ

ウカツの周知というところもあってやっ

ていきたいなと思っています。 

○鵜沢委員 鵜沢です。７０歳以上、効

率的にとか絶対考えなきゃいけないこと

だとは思うんですが、それでもやはり６

５歳から６９歳までの方の中で、やはり

何かしら課題がある方は実際にいらっし

ゃるんだろうとは思うんです。区でやる

事業としては、どうしても公平性も考え

なきゃいけないでしょうから、そこの部

分、例えば今のお話もそうですけれども、

これ紙で送りますよね。私も紙で来たも

のを一々返すかなというのは個人的にあ

るんですけれども。例えばデータ、例え

ばスマホかなんかで、６５歳でもスマホ

を使う年代でしょうし、紙で書いて返す

じゃなくて、例えばこれ使って簡単に返

信ができるような、マイナンバーの不審

があるから、なかなかこういうのを個人

情報を書くのが嫌だという方もいらっし

ゃるかもしれませんけれども、何かそう

いった工夫があってもいいのかなと感じ

た次第です。 

○瀬崎課長 非常に貴重なご意見ありが

とうございます。研究させてもらって、

そういったものを取り入れる予算要求を

獲得できるのかどうか、ほかの自治体の

事例をみて考えていきたいと思います。 

○鵜沢委員 １００人に１人、抽選で当

たれば地域のお買い物券が当たれば介護

予防チェックリストをやるんじゃないか

と。 

○結城委員 私もその件について。やっ

ぱりホウカツのほうとしては、非常に７

０歳以上としていただいて、すごくあり

がたいところです。ありがとうございま

す。 

 ただ、今、鵜沢さんが言っていただい

たような形で、行ったところで不在が結

構やっぱり多くて。例えば仕事をしてな

かなか会えないという方については、今

言ったように２次コードかなんかをつけ

て、今仕事をしていると分かるようにし

てくれると、こちらとしてもすごく、ち

ゃんとこれを使えるということはちゃん

としっかりした方だ。仕事をちゃんとし

ているというのが分かると、次の訪問が

少し減ってきたりするので。ただ、それ

がその本人さんがやったかどうかは確認

が取れませんが、それがクリアにできる

と非常にホウカツとしても空振りがすご
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く少なくなって、今も正直、減ったとは

言いながらもホウカツの訪問が多いなと

いう印象をすごく持っています。以上で

す。 

○大口部会長 今のお話、不在の取扱い

とか、そこら辺の部分ということでもあ

りますね。 

○瀬崎課長 現場のホウカツと区で、実

態把握の検討会という場がありますので、

そこでいろいろ今回の委員の方から出た

ことを踏まえて、実際に現場を回ってい

る方々のご意見も含めて、より効率的な、

不在の場合の対応も含めて何か検討がで

きるのかなという、そこの中に入れてい

きたいなと思っています。 

○大口部会長 あとはあれですよね。台

帳という話が先ほどありましたけれども、

今回この実態把握している部門が新しく

システムを導入した台帳とかにも入力さ

れていますよね。 

○瀬崎課長 そうですね。紙ではなくて、

直接システムのほうで入力管理できる点

で。 

○大口部会長 そうしたら、いずれもし

かしたら６５から６９みたいな方々も、

毎年、年を取っていくので。そういった

意味では、ずっとその年ではないので、

どんどんそういう形でフォローしていく

方も増え、台帳の中のデータを分析して、

やはりそうだったねということを確認も

できてくるかなと思うので。両側面、現

場の声と実際のデータとかも踏まえなが

らやっていく部分もあるのかなというと

ころですかね。ただ、今のご意見みたい

なことは確認いただくという形ですね。 

○瀬崎課長 はい。今、大口部会長がお

っしゃられたホウカツと区で、ネットワ

ークをつくるため、二百数十台の端末を

各ホウカツに配布しています。ホウカツ

は担当地域の情報しか見られないのです

けれども、区は全部見られます。相談の

内容だとかそういったものを全部統一で

見られるように、この５月からなってい

ますので、そこを私ども地域包括ケア推

進課とあと高齢虐待に対応する高齢福祉

課と絆づくり担当課で見られるようにな

っていて。迅速な対応を、基幹も含めて

という形に、新たな取組が始まりました

ので、そこもトライ・アンド・エラーを続

けながら、よりよくというところは挑戦

していきたいなと思っています。 

○大口部会長 地域の中で周知広報され

て動く人たちもいれば、そうではない

方々もいらっしゃるのは事実ですけれど

も、ここら辺をうまくつなげていけるこ

とができると、介護が必要になる前から

というところにつながってくるのかなと

思うので。いろいろな側面で、しっかり

検討し、データを見るような話もありま

すから、それを踏まえながら進行してい

くということになりますかね。 

 そのほか、皆さんからありますか。追

加でも大丈夫ですよ。 

○鵜沢委員 ３ページの下の表のところ

で、本当に私もいろいろな職員さんを個

人的に知っている方が多いので、本当に

頭が下がるこの実態把握の業務だと思っ

ています。 

 介護予防教室を案内、介護保険の申請

や医療受信勧奨、住民主体の自主グルー

プを案内と、１、２、３とあるんですが、

例えばこれが実際の支援にどの程度つな

がって、つまり自分たちの地道な仕事が

どういう結果、この訪問数として表れる

相関関係は難しいかとは思うのですけれ

ども、何となく自分たちの業務がこうい

うふうにつながったのだという、いい報

告ができるといいなと思うので、そんな
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視点でできるといいのかなと思った次第

です。 

○瀬崎課長 ありがとうございます。 

○大口部会長 お気づきの点があれば、

後ほど最後にまたご質問するという形で。 

 報告事項を他にも３点ほどあると思う

ので、それぞれテーマがある事業の報告

だと思いますので。では、引き続きとい

う形で、令和４年度の認知症訪問支援事

業の件について、事務局からご説明いた

だきたい。よろしくお願いいたします。 

○佃係長 認知症施策担当の佃と申しま

す。私から、令和４年度認知症訪問支援

事業の実施結果と令和５年度の実施につ

いてということで、資料５ページになり

ますが、ご報告させていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

 まず、この事業の目的ですが、６５歳

以上で要介護認定を受けていない高齢者

の方を対象に行う介護予防チェックリス

トの結果を基に、ホウカツの職員の方が

認知症の疑いがある人を訪問しています。

その訪問で把握した状況に応じて、適切

な医療・介護サービスにつなげるなどの

取組を進めることで、認知症早期対応の

充実を図ることを目的にして、この事業

行っております。 

 訪問対象者については、令和４年度の

対象をどのように出したかという視点で

書かせていただいておりますが、令和２

年度に介護予防チェックリストを送付し

た４万９６０人の方の中で、回答があっ

た方が２万４，９１７人いらっしゃいま

した。そのうち「自分でできる認知症の

気づきチェックリスト」の結果が、２０

点以上あった方ということで、令和４年

度の訪問対象は、１，４６４人になって

います。認知機能や社会生活に支障が出

ている可能性があるというところが２０

点以上という目安でやっていますので、

ここの数字のところで対象者を絞り出し

て、訪問しているということになります。 

 ３番の実施状況についてです。令和２

年から５年度までの対象の人数は、大体

１，２００人から１，４００人辺り、その

年の対象年齢の方に応じてなのですけれ

ども、大体５％前後の方が２０点以上に

なっています。 

 そのうち、訪問実施数なのですけれど

も、令和２年・３年はコロナの影響で厳

しかったと思うのですが、令和４年度に

ついては１，１２８人訪問していただい

ていて、７７％。先ほど業務委託評価の

ところではここで差があるという話もあ

ったのですが、全体としてはホウカツの

皆さん方、本当に頑張っていただいて訪

問しています。訪問した方について、令

和４年度の支援状況を下にまとめてあり

ますけれども、何か所かのホウカツとの

ヒアリングで、物忘れ相談にしっかりつ

なげていただいているという現状もお伺

いしていますので、かなり他の事業や活

動と連動して、その後しっかりつなげる

というところを意識してホウカツの皆さ

んは実施していただいているのではない

かというふうにこちらは考えております。

令和５年度は１，２５５人対象がおりま

すので、またホウカツの皆さんに頑張っ

ていただければと思っています。 

 次に、４番、今後の方針のところに書

かせていただきましたが、先ほども課長

から説明がありました地域包括支援シス

テム「福祉の森」が導入されたおかげで、

今まで数字は紙で報告していただいて、

それをこちらもＥｘｃｅｌに入力して分

析していて、本当にこの数を出すのが精

一杯だったのですが、電子化を図ったと

いうことで、今後、認知症の早期発見、早
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期対応、適切な医療、介護サービスにつ

なげられるデータ収集がこれを使ってう

まくできるのではないかなと考えており

ます。認知症施策推進担当としてもいろ

いろ研究して、またホウカツの皆さんに

フィードバックするように努めたいと思

っております。 

 私からの報告は以上です。 

◯大口部会長 ありがとうございます。

では、引き続いて介護予防の事業に関し

て５番のほうをお願いします。 

◯河内係長 介護予防・生活支援担当の

河内が説明させていただきます。 

 私は（５）の令和４年度介護予防事業

の実施結果と、令和５年度の実施につい

てご説明させていただきます。 

 足立区としましては、推進会議で９事

業、１０事業ほど報告させていただきま

した。その中で、ホウカツに地域支援事

業として、積極的に業務委託している事

業が下の表にあります３事業ございまし

て、そちらについて今回報告させていた

だきたいと思います。 

 この地域支援事業でホウカツに委託し

ている事業の目的としましては、高齢者

に介護予防への取組を推進するため、介

護予防チェックリスト等の結果を踏まえ

て高齢者の状況を聞いていただきながら、

こちらは実態把握をしていただいて、本

人の要望を踏まえながら「はじめてのフ

レイル予防教室」「みんなで元気アップ

教室」「元気アップサポーター養成研修」

という３事業を設けております。こちら

のそれぞれの事業としましては「はじめ

てのフレイル予防教室」は、介護予防チ

ェックリストの結果で何らかの生活の支

援が必要という判定をされた方に対して、

ホウカツの職員による参加勧誘支援のみ

で参加いただく事業となっております。

比較的リスクが高い方向けの教室と思っ

ていただければと思います 

 続いて、「みんなで元気アップ教室」

「元気アップサポーター養成研修」とい

うのは比較的元気な方で、先ほどの実態

把握のところでもご説明ありましたとお

り、地域で活動の意欲がある方。そうい

った方々に、先ほどありました自主グル

ープの立ち上げを目標とした教室が「み

んなで元気アップ教室」となりまして「元

気アップサポーター養成研修」はコロナ

もあってやめてしまうグループもたくさ

んおりましたので、そのグループの中で

も担い手となるリーダーの方々といった

方が活動継続のための、いろいろそうい

ったことを学んでいただく教室として３

本立たせていただきます。 

 それぞれ連続型の講座となっておりま

して、「はじめてのフレイル予防教室」は

全１２回１クールとなっています。こち

らはほか事業も同じなのですけれども、

週１回の連続型。毎週１回なので全部で

１２週です。なので、２か月から３か月

程度かかるような事業となっています。

なので、単発の介護予防事業に参加して

くださいではなくて、連続の日数を参加

していただくのは、参加者の方も大変苦

労がかかると思うのですが、そこを積極

的に参加支援いただくというところを、

ホウカツの皆様にはご協力を大変いただ

いております。「はじめてのフレイル予

防教室」は全１２回１クール。「みんなで

元気アップ教室」は全１０回。「元気アッ

プサポーター養成研修」は全８回という

連続型になっています。 

参加者数は、地域包括システム推進会

議で報告させていただいた数字になるの

ですけれども、こちらにはホウカツの皆

様の参加支援と、広報による直接参加の
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方もおります。ただ、「はじめてのフレイ

ル予防教室」につきましては下の３番に

なりますが、先ほど説明したとおりホウ

カツの職員の勧誘でしか参加できないた

め、結果としては推進会議の報告と同数

です。 

 「みんなで元気アップ教室」につきま

しては、３１名の方が広報から直接参加

ではあるんですが、ほぼホウカツの皆様

の協力で６１６人の方が参加いただいた

結果となります。「元気アップサポータ

ー養成研修」も同様で、９名の方は広報

から直接参加ですが、８１名の方はホウ

カツの皆様から勧誘いただいたというと

ころになります。 

 先ほどご説明しました自主グループ。

こちらはなぜ自主グループを進めるかと

いうのも、ホウカツの実態把握を令和２

年度から始めたときに考え方が始まった

のですが、はじめてのフレイル予防教室

が終わって、それで介護予防が終わって

しまわないように、教室終了した後も地

域で引き続き介護予防に取り組んでいた

だくためのグループをつくりましょうと

いった目的で自主グループというのを推

進しています。そちらの立ち上げに向け

た教室が「みんなで元気アップ教室」で

す。今回令和４年度は６４グループと、

大変たくさんのグループをホウカツの皆

様に立ち上げていただきました。こちら

は教室参加だけではなくて、日頃から地

域のネットワークでやる気がある方を拾

っていただいて、その方々を集めてグル

ープをやってみませんかと、積極的にア

プローチしていただいた結果も踏まえて

おります。 

 内訳としましては、「みんなで元気ア

ップ教室」で進めているのはウォーキン

グのグループなので、一番多い割合とし

て最初に挙げさせていただいています。

そのほか地域の美化活動をしながら歩い

たりもしておりますし、花壇の整備をし

ていると、いろいろな人たちが声をかけ

合って、私もやってみようかなというふ

うに新しい方が増えていったりするグル

ープもあります。また、足立区の方は体

操が大変お好きな方が多いので、体操を

したいグループも引き続き多くございま

す。 

 また、特殊な例としては、東和の親水

公園にあります水辺の池の中のカルガモ

の親子を見守る会という新たなグループ

もあったり、あとは太極拳をやっていた

り、花プロジェクトに積極的に参加しよ

うというような意欲がある方々もあった

り。様々なグループが出来上がって、そ

ちらが介護予防につながっていけばと考

えております。 

 こちらの取組が本格的にできたのは令

和４年度が初めてになりまして、令和２

年度、３年度はコロナでこの目的が達成

できていなかったのです。昨年やっと本

格的にできて６４グループということな

ので、引き続き令和５年度も前年度を超

える参加者数を目標としまして、ホウカ

ツの皆様と協力しながら進めていければ

と考えております。 

 私からの説明は、以上とさせていただ

きます。ありがとうございます。 

○大口部会長 では、続いて最後に、６

番の医療・介護連携の研修のことについ

てご説明お願いします。 

○河井係長 医療・介護連携推進担当の

河合と申します。よろしくお願いいたし

ます。 

 私からは７ページ、こちらの報告に基

づいてご説明をさせていただきます。 

 医療・介護連携の実施についての目的
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なのですけれども、医療機関と介護事業

所等の関係者の方々が連携していただく

ための研修会を開催させていただきまし

て、在宅医療と介護の一体的な提供を促

進していくことを目的としております。 

 こちらにご参加いただく団体なのです

けれども、９職種の方々の団体のほうに

依頼をさせていただきまして、足立区医

師会、足立区歯科医師会、足立区薬剤師

会、足立区介護サービス事業者連絡協議

会、東京都柔道整復師会足立支部、あだ

ちＰＯＳネットワーク、東京都栄養士会

足立支部、足立区多機能サービス連絡会、

ホウカツ、こちらの９団体の方にご参加

のほうをいただいております。 

 ３つ目が、この研修においてのホウカ

ツの役割なのですけれども、こちらは区

内を５ブロックに分けまして、各ブロッ

クのホウカツの中から２名の職員の方を

選出いただきます。こちら２年ごとに交

代をしていただくんですけれども、実際

の研修会の準備ですとか、また会議の運

営、または実際の会議の中での主体的な

動きとしていろいろな司会ですとかそう

いった部分のところも担っていただくと

いうようなことで携わっていただいてお

ります。 

 また、実際に、この研修の世話人以外

の職員の方についても、これだけのいろ

いろな方がご参加いただきますので、実

際に研修会の中に職員の方もご参加いた

だきまして、顔が見える関係づくり、ま

たブロック内でのネットワークのほうを

構築していくということを行っていただ

いております。 

 今年度の研修なのですけれども、医療・

介護に関わる皆様のスキルアップ研修と

いうことで、こちらを１０月１８日にま

ず開催をする予定です。テーマのほうは

「在宅におけるリハビリテーション」と

いうことで、こちらはいずみ記念病院の

高田先生にご講演を頂きまして、その２

部のほうでＰＯＳネットワークの理学療

法士の方々、作業療法士、言語聴覚士の

団体の方々ですけれども、こちらの方に

事例等々に基づくグループワークを行っ

ていただくというところで、今、企画を

進めております。 

 続きまして、８ページ目をご覧くださ

い。こちらが研修の実施計画というとこ

ろで、実際にもう今始まっているという

ところなんですけれども。（２）の開催内

容なのですが、千住ブロック、５月１９

日に開催をいたしまして、こちらは「認

知症になっても千住のまちで暮らし続け

るために」ということで、参加人数６０

名にご参加いただいております。こちら

のテーマにつきましては、各ブロックの

いろいろな課題ですとか、そういった部

分を皆様の中でご議論いただきまして、

テーマの設定をさせていただいていると

ころでございます。 

 ２番目の中部ブロックが７月１４日に

開催いたしまして、「多職種で震災につ

いて考える」ということで６１名にご参

加をいただきました。こちらは区のほう

からも災害時の対応ですとかそういった

ところでレクチャーをさせていただいて、

皆様の中でグループワークを行っていた

だくというような設定で実施をいたしま

した。 

 ９月２０日には東部ブロックで「地域

包括支援センターの機能と役割」、９月

２９日には西部ブロックで「多職種連携

について」、北部ブロックは７月２１日

に「小規模多機能型居宅介護について」

ということで、こちらは５２名のご参加

をいただいております。 
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 ご参加いただいた方々のアンケートの

結果なのですけれども、皆様やはり日頃

から業務を行っている上で、なかなかい

ろいろな方に対面でお会いすることがな

いというところで、こういったグループ

ワークの対面式の研修というのは、やは

り皆様の関係性をつくっていく上で有効

だということで、好意的なご意見を皆様

から頂いております。 

 続きまして、イの「すこやかプラザあ

だち」の活用検討会なんですが、こちら

は令和６年の秋頃に、東京女子医大の近

くにすこやかプラザの健康センターを設

立する予定でして、こちらの３階に医療・

介護連携センターということで、こうい

った皆様の連携を推進して、在宅医療を

推進していくためのセンターを設立して

いく予定です。そちらのところにマック

スで３００人ぐらい入るような大きな研

修室を造る予定がございまして、そうい

ったセンターですとか研修室を、皆様方

にどのように活用していただくのか、あ

と今の在宅医療を進めていく課題といっ

たものをご議論いただくための活用検討

会を開催する予定でございます。 

 また、ウのブロック全体交流会ですけ

れども、こちらは初めての試みとなるの

ですが、表に書かせていただいたとおり、

各ブロックごとで研修を行っております

ので、ほかのブロックのほうがどのよう

な活動をされているのか、どういった効

果があるのかというところを、皆様がブ

ロックの全体でお話し合いをしていただ

くような交流会、こちらの開催を検討し

ております。 

 ３番目のブロック内での主体的な取組

というところなのですけれども、今まで

のご説明差し上げた内容につきましては、

区のほうが主体として開催させていただ

いている研修会になるのですが、例えば

千住ブロックでは７月２０日にランチミ

ーティングということで、お昼の３０分

ぐらいの時間の中で柔道整復師会の方に

ミニ講座を行っていただきまして、ほか

の職種のことを知っていただくというよ

うな勉強会を開催し、中部ブロックは「フ

レイル予防」ということで、年間を通し

て世話人の皆様の中で講座を行っていた

だくと。西部ブロックのほうでは６月３

０日に、栄養士会と共催というところで

「在宅における誤嚥予防」、こういった

研修会を行っていっていくということで、

区の研修だけではなく、各ブロックの自

主的な取組、こちらの推進のところのサ

ポートのほうも行っていきたいというふ

うに考えております。 

 私からの説明は以上となります。 

○大口部会長 はい。ありがとうござい

ました。皆様いかがでしたでしょうか。 

 報告事項ではあったりはするので、ご

質問という形のこと全般でという形で行

きたいなと思っています。テーマはそれ

ぞれ別々でしたので、１つずつ簡単に、

特になければ次のテーマに移らせていた

だきます。 

 最初に、認知症訪問支援事業のお話の

説明があったかと思います。実態把握の

流れの部分の続きもありますが、かなり

ホウカツのほうに訪問していただいて、

それでかなりの１，０００人以上見てい

く中でというところのお話もあったかと

思います。 

 皆様のほうで、こちらの事業について

の報告で、何かご質問とかご意見ござい

ますでしょうか。 

○結城委員 私から１つだけ内容を教え

ていただきたいと思うのですけれども。

対象者の中で、医療機関の受診勧奨とい
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うのは、認知症に関わることについて、

病院に一度かかってみたらと勧奨するこ

となのか、認知症に限らず、何らかの医

療機関に行ってみたらどうなのか、どち

らかをお伺いしたいです。 

○佃係長 １件１件報告書が手元にない

ので、正確にお答えできないのですが、

認知症の医療機関というような聞き方は

していないので、ホウカツには認知症も

含めて支援をしていただいています 

○大口部会長 介護保険の申請、支援困

難という、ここら辺は具体的な介護とい

う形ですけれども、それと同等レベルで

すごく大事なところがあって、医療に関

わっていくということでもあったりする

ので、その数が結構な数があったりする

ので、この事業をやっている意義という

のがすごく大きいのかなと思って聞かせ

ていただきました。ありがとうございま

す。 

○瀬崎課長 今回、認知症検診が始まり

まして、ちょうど７０歳の方を対象に始

めています。集団検診を土日に４月とこ

の前、計２回行いまして、約７，０００人

を対象としているんですけれども、募集

をかけましたら、人数制限がございます

ので７月に参加していただいた方は１６

７名でした。その中で、認知症の疑いと

いうところで、その方々を今度は個別検

診で始めようとしています。 

○大口部会長 これから先一定数、毎年

度毎年度そういう形で。 

○佃係長 訪問とは離れますけれども、

今回、先生がおっしゃったように、どう

しても集団検診は人数制限があるので、

漏れてしまった方たちがホウカツのほう

にも相談して、物忘れ相談につながり、

もちろん地域の先生方の個別検診のほう

につながった方もいらっしゃるんですが、

結構ホウカツにご相談が入ったと聞いて

おりますので、院長検診というご案内が

そういうふうにつながることも今後も出

てくるかなと思いますので。 

○大口部会長 そういった意味では足立

区の場合は、集団と訪問という形で重層

的にやっていてということになりますか

ね。これから先、本当にこの数が毎年毎

年出てくるとは思うので、それに対して

見つけるだけではなく支えるほうも体制

整備をしていくことになるかとは思うの

ですけれども。ありがとございます。 

 そのほか、皆さんのほうでありますで

しょうか。大丈夫ですかね。 

 では、次の介護予防事業のほうにつき

ましてはいかがでしたしょうか。改めて

ご説明を聞いて、なるほどというところ

もあったかもしれませんし、私自身なん

かもホウカツの参加支援というところが

すごく大きな意味を持たせているのかな

というところもあったりしますが、皆さ

んいかがでしょうか 

 自主グループの活動が本当に多岐にい

ろいろな形でというところで出てくると

は思うんですけれども、ただ集まってい

る目的など、そういうことも加味しなが

らやっていく部分はあると思うのですけ

れども。これは、先ほど実態把握のとき

に話があった住民主体の自主グループの

案内というところの、案内先という理解

で大丈夫ですか。 

○河内係長 そうですね。その案内が元

でこの元気アップ教室に参加いただいた

り、またグループの立ち上げの声かけの

結果だと思います。 

○大口部会長 つながっているというこ

とですね。 

○河内係長 はい。 

○大口部会長 分かりました。ありがと
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うございます。 

 あとこの人数的なものは令和４年の数

字という形になるわけなので、毎年度こ

れぐらいの数、これぐらいのものという

ふうな考え方をしていますでしょうか。

大丈夫ということですか。 

○河内係長 令和２年前から実はこの事

業が始まりまして、令和２、令和３で言

うと、少しずつ増えてきたところでござ

います。 

○大口部会長 では毎年これぐらいの数

の方々が参加されたりとか、自主グルー

プに加わったりという形があるわけです

ね。 

○河内係長 そうですね。 

○大口部会長 それでは、医療・介護連

携、こちらもコロナの影響下の中で、な

かなか難しかった部分かとは思いますが、

対面式でコンスタントにかなり人数の方

が集まってきているかと思いますけれど

も、皆様のほうでお気づきの点とか何か

ございますでしょうか。 

○鵜沢委員 足立区は５か所に分かれま

して、５ブロックですか。それぞれがい

ろいろな医療従事者が集まりまして、５

０～６０名。集まったその会合は、一番

私も昨年の北部ブロックだけ参加させて

いただきましたけれども、普段お会いし

ている方とか、そうでない方、特に薬剤

師の先生方も比較的多かったものですか

ら、いろいろお薬のこととかお話しをさ

せていただきました。いろいろな方の患

者さんにいたしましても、あちこちのお

医者さんに行っていますと、どうしても

薬が多くなりますので、その薬をもう少

し減らすようにまとめてやったらどうか

というご意見もありまして、非常に有意

義なブロック会合だったと思います。 

○大口部会長 足立区はやはりブロック

ということをちゃんと、地域を区分ける。

区分けるというよりかは、その地域の実

態に合わせてやっていたりする部分があ

るので、ここら辺の部分もこれにすごく

大きく集まりやすかったりとか、顔が見

えるという形になりますね。 

○瀬崎課長 そうですね。ホウカツの方

も来ていただいていますので、いろいろ

ご意見を頂きました。 

○大口部会長 そのほかいかがですか、

大丈夫ですか。 

 いずれにしろ、これから絶対に交流会

とかいろいろな形で、今お話があった形

で相互作用が出てくるかなとは思います

ので、それぞれが介護予防、認知症だっ

たり介護連携、実態把握という形ではあ

るんですけれども、何らかの形でホウカ

ツを中心としながらつながっていたりす

る部分があるとは思いますので、私たち

運営協議部会のほうでも状況を確認しつ

つ、こういう形でご意見を伝えていくよ

うなこともできればなとは思っていたり

します。ありがとうございます。 

 また、個別に確認したいことがありま

したら、それぞれ事務局のほうにお問い

合わせいただければと思います。 

 では、報告事項としては、６つ全てと

いう形ではあったりするわけですけれど

も、まだその他という形で、幾つかご説

明いただいていないものがあると思いま

すので、事務局からご説明いただけます

でしょうか。 

○地域包括ケア推進課黒川 その他資料

としまして、地域包括支援センターの運

営方針、実績の推移を説明させていただ

きます。これに加えまして絆づくり担当

課から、令和４年度第２回地域包括支援

センター運営協議部会で委員の皆様から

ご意見を頂いた上で回答を保留していた
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ものについて、私からの説明の後に説明

させていただきます。 

それでは、まず地域包括支援センター

の運営方針（概要図）をご覧ください。 

 一番上に高齢者や家族というふうなこ

とが書いています。これは高齢者の方や

ご家族の方、地域の方からのご相談によ

って、ホウカツで対応させていただく相

談、電話や来所される方がいらっしゃい

ます。また、先ほど話題に上がりました

実態把握方法に関しては、訪問という形

でホウカツからしっかり区民の方にアプ

ローチさせていただいているところでご

ざいます。 

 真ん中に、ホウカツがございますけれ

ども、こちらには介護保険法で定められ

ました３職種というものが必ず配置され

ております。記載のとおり、社会福祉士、

主任ケアマネ、それから保健師というと

ころで、こちらは必ず法人のほうで人材

を確保していただいて、ホウカツの運営

を行っております。 

 真ん中の囲みの部分ではございますけ

れども、ホウカツで実施している主な事

業・業務を記載しております。左の上か

ら、総合相談支援業務、権利擁護業務、在

宅医療・介護連携推進事業、生活支援体

制整備事業、認知症総合支援事業、介護

予防ケアマネジメント、それから包括的・

継続的ケアマネジメント、最後に地域ケ

ア会議推進事業というところで、多岐に

わたる事業・業務がございます。まさに

高齢者の方に関わる全ての事業・業務に、

ホウカツの職員が携わっているというと

ころでございます。 

 また、高齢者の家族の方を支えるとい

う視点も大事ではありますので、高齢者

の家族の方にも気軽にご相談を寄せてい

ただくような関係をホウカツでは整えて

いるという状況です。 

 右下のところ、少しはみ出している部

分ではございますけれども、こちらは区

の独自事業として行われている寄り添い

支援活動事業というものでございます。

地域の高齢者を見守るもので、地域住民

の皆様方、関係機関の皆様方と連携を図

りながら事業を進めているところです。 

 また、一番下に記載がある、当運営協

議会の役割について、簡単に説明させて

いただきます。先ほどお話しさせていた

だきました運営に関する評価につきまし

ては、定期的に毎年度評価をしていただ

いているところでございます。委員の皆

様方に関わっていただいて、私たち区の

職員でしたり、ホウカツの職員でしたり、

そういったところを通しまして、それぞ

れの事業が充実したものになるように、

区としても全力で取り組んでいきたいと

考えています。こちらの資料についての

説明は以上です 

 その他資料としまして、最後でござい

ます。地域包括支援センターの実績の推

移になっています。令和２年度から令和

４年度までの実績の推移が記載されてい

ます。上から相談件数、それから相談件

数のうちの相談者の内訳、相談内容の内

訳、それから実態把握の訪問の件数を記

載しています。それぞれ２５か所のホウ

カツでは、高齢者の人口がそもそも異な

りますので、単純に比較というところが

できないものではありますけれども、い

ずれもこのように非常に多くの区民の方

からご相談をいただいているという実態

がございます。 

 一番上の相談件数、一番右に合計がご

ざいますけれども、令和２年度では１０

万４，０００件という件数から、令和４

年度では１１万８，０００件弱というと
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ころで、令和２年度と令和４年度の比較

では１３％ほど増加している状況でござ

います。これの理由としましては、やは

り実態把握が大きな要因であると思って

います。実態把握で予防的支援という形

で、区民の皆様のお宅に訪問させていた

だいておりますので、困ってから相談を

するという形から、困る前から対応して

いくというふうな形も増えたことによっ

てこういった相談件数の増加が起こった

のではないかと考えております。 

 一番下に、実態把握件数が載っていま

す。コロナ禍がありまして、令和２年度

では約１万８，０００件という件数でご

ざいました。一方、令和４年度では約３

倍の４万８，０００件という状況になっ

ています。このような件数の変化の原因

としましては、単純に令和２年度から実

態把握で訪問していっていますので、ホ

ウカツ職員の実態把握技術の習熟でした

り、新型コロナウイルスの影響の変化で

したり、評価の本格実施というところで

ホウカツ職員も実態把握にどう向き合っ

ていくのかというところが定まった等、

様々な理由が考えられるかと思います。

今後もコロナ禍の感染状況等しっかり見

ながら、高齢者の個々の支援について、

区としても地域包括支援センターを通し

まして、尽力していきたいと考えており

ます。以上です。 

 最後に、絆づくり担当課長の會田のほ

うからご説明いたします。 

○會田課長 絆づくり担当課長の會田か

ら、前回の運営協議部会で民生・児童委

員の茂出木さんのほうからあんしん協力

員の名簿を公表できないのかというお話

がありました。中村さんのほうからも同

様の意見がございました。 

 これについての回答なのですが、やは

り我々が作っている名簿については個人

情報ですので、広く共有することはでき

ません。あんしん連絡会はホウカツごと

に行っておりますけれども、そういった

中でやはり出席者が毎回違ったりもしま

すので、名簿があったから絆ができると

いうわけでもないと思います。やはり顔

と対面でお会いして、お話をして、やっ

と相手のことが覚えられるというような

のがあると思います。できるだけ連絡会

の中で、対面で接触しながら、お話をし

ながらその絆をつくっていただきたいと

いうのが我々の考え方になります。 

 名簿は渡せませんけれども、独自に皆

さんの中で、連絡会の中で、やはり友好

関係を築いていただければと考えており

ます。それについていろいろと工夫しな

がら、例えば、名札をつけたりとか、グル

ープディスカッションのときに、一言二

言交流しながら、自己紹介をしながらお

話をしたりとか、そういう形で工夫をし

ながら交流を深めていただければと思っ

ております。茂出木さんのほうには別途

ご説明いたします。 

○大口部会長 ありがとうございます。 

さて、今お話しのあったフィードバッ

クですね。前回の部会のご質問の部分の

フィードバックを含めて、明後日運営方

針の概要図ということで、ホウカツがど

んな業務、仕事をしているのかというこ

とを一目で分かるというような図という

形で、ホウカツの方々のお話というのは、

必ずどれかしらのことに関わることをや

っていらっしゃるという形で、これだか

らこれだからという形で切っているわけ

ではないわけですけれども、ここら辺の

幅広いことをやっているのだということ

を体感できるかと思います。 

 上に、高齢者や家族などからの相談と
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いうことで、その相談自体が数字すごい

ですよね。皆様も多分、ご自身と関わっ

ていたりするホウカツさんからどういう

状況なのかなということでご確認いただ

いたかもしれません。皆様にお配りして

いるのは、まさにこういった言葉で説明

される実態もあれば、数字で見えるとこ

ろもあるかと思います。事務局から話が

あったとおり、横並びで数字を見ると、

ここはどうして低い、ここは高いみたい

なことももちろんあったりはするわけで

すが、担当している人口が違ったり、カ

ウントしているところが違ったりだとか、

他区もそうなんですけれども、この辺の

数字の見方はなかなか難しさがあるのは

実態です。 

 ただ、この表の部分、細かくはなって

はいるのですけれども、令和２年、令和

３年、令和４年という形で、同じホウカ

ツの中でももう３年間、どう動いてきた

かみたいな流れだとか、一番右側の足立

区全体としてはどうなのかみたいな形で、

３年間分の経過がホウカツごとに見えた

りする部分もあると思いますので、ホウ

カツの中でも変わらない部分もあれば、

変わっている部分もあったりとか、そう

いった形で動きが見えたりすると思いま

す。 

 今後、いわゆる業務委託評価とかから

いろいろな情報が出てくる中で、こちら

の数字なんかも資料として出すわけでは

ないですけれども、気になったホウカツ

さんがあったら、どうなのかなと見てい

ただければなという部分があるかと思い

ます。 

 最後の個人情報の話もありつつも、う

まく事業の趣旨を踏まえながら交流を深

めていただければという話もあったと思

います。 

 ３点について、皆さんご質問とかご意

見があれば、お話しいただければと思い

ますが、いかがでしょうか。お願いしま

す。 

○花田委員 歯科医師会の花田でござい

ます。先ほどの５ページのこの報告で大

口さんが言われた、受診勧奨した患者さ

んの数の質問と重なるのですけれども、

この数字ですね。これで相談件数、医療

に関する相談で、細かくは、具体的には

歯科はどれくらいとか分からないですか。 

○大口部会長 実態を把握すると、どう

いうふうな状況なのかが分かるというこ

ともあるとは思うので。今後「福祉の森」

のほうだと思うのですけれども、活用す

る上で、そういったところを区としてど

う把握していくかということも、口腔ケ

アの話ももちろん、介護予防だけじゃな

くていろいろなことがあると思うので、

ご参考いただければと。ありがとうござ

いました。 

○瀬崎課長 今、高齢者の栄養のものに

ついても啓発を始めていますので、併せ

て口腔ケアの部分についてどういう人た

ちが来たのかというのは、記録の欄も含

めて検討ということで。今後、報告でき

るようにしていきたいと思います。 

○花田委員 ありがとうございます。 

○大口部会長 介護予防との関連も含め

てですね。ありがとうございます。 

 そのほかいかがですか。 

○鵜沢委員 この概念図のほうなのです

が、改めて見ると、ホウカツの業務とい

うのが本当に幅広いなというのを、現場

の方からの苦労話なんかもよく聞くもの

ですから、改めて感じるところなんです。 

 今週の月曜日でしたっけ、推進協の中

でも、地域の方へのアンケートを取った

際に、地域の福祉的なニーズの相談先と
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して連携を取りたいところはどこかと。

ホウカツさんが４０％だか５０％だかの

アンケート調査があったと思います。と

いうぐらい、もう認知もされているし、

実際に活躍もしていただいているなとい

うところでの、この事業の多さなのです

が。 

 先ほどの評価の話にもつながるのです

が、もちろん評価は数的なものでしなけ

ればいけない側面があるので、このデー

タの出し方も難しいとおっしゃっていた

のはまさにそのとおりだと思うのですが。

その評価の中でやっていただいているこ

とと思うのですけれども、これだけ評価

もしようと思って、あるいは事業を細分

化することによって、こういうことをや

るんだなという意識が高まる。それは分

かるんですけれども、逆に評価されない

ことはやらないみたいな、そういう心理

に陥ることも、自分の会社なんかもそう

いうことがあるものですから自戒を込め

て言うんですけれども。そういったとこ

ろを評価の場で、数字に表れないところ

を救っていけるような感じになるといい

のかなと思った次第です。ダブルケアだ

とか、障害の方の問題だとか、地域の問

題についてです。 

○瀬崎課長 そうですね。重い案件を抱

えているものがありますもんね。 

○鵜沢委員 はい。貧困の問題とか。こ

れだけ並べられても、まだやはりその隙

間というのがたくさんあるんだなと思う

ところで。もちろんそれには人的なバッ

クアップとか、業務のバックアップとか、

いろいろないとホウカツはもう大分アッ

プアップしているのが分かるんですけれ

ども。そういったところも何か考えてい

けたらいいのかなというふうに思いまし

た。 

○瀬崎課長 貴重なご意見ありがとうご

ざいます。まさしく１つのホウカツでは

対応できない事例。基幹がそのために入

っているというところもありますので、

そこも併せて、同じ１件でも重さ、濃淡

があるかと思いますので、そこは配慮し

ながらの評価をしていきたいと思ってい

ます。 

○大口部会長 あと区のほうでやってい

ただいている履行評価みたいなところも、

各事業においてどれくらいどうだったか

ということを見ていただいている部分も

あるとは思うので、そこら辺との兼ね合

いとかも見ながら、どこかの中でも生か

していくかなと。 

 あと足立区として、これから先、重層

的支援体制整備事業というところをどう

いうふうに取り組んでいくか。するかど

うかも含めていろいろな検討があるかと

は思うんですけれども。そういった中で

またこんな感じで数が増えたりするよう

なこともあったりするとは思うので、そ

こら辺は私たち運営協議部会がしっかり

ホウカツの様子を見ながら、区とも相談

しながら、体制整備のほうを相談してい

くことになるのかなとは思うのです。 

 ほかはいかがでしょうか。 

○結城委員 このタイミングでいいか分

からなかったのですけれども、概要図の

ホウカツの３職種というのが、社会福祉

士、主任ケアマネ、保健師等となってい

ますが、これは設置義務です。すごく心

配しているのは、２年後、３年後に保健

師、主任ケアマネ等が確保できなくなっ

てくるだろうなと正直思っています。そ

んなところでいくと、各ホウカツで配置

が多分かなり厳しくなってくるだろうな

と思って。そのためにホウカツの評価の

点数が下がってくるとかということもあ
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るので。どこかのタイミングでいいと思

うのですけれども、この職種が取れなか

ったときに、広域的に例えばこのブロッ

クに３人ぐらいいて、そこを共用できる

とかいうというようなことをしないと、

多分、ホウカツは集められないと正直思

っていますので。今すぐではないんです

けれども、検討しないと、正直、厳しいな

というふうに現場のサイドは思っていま

す。それが１つです。 

 あともう１つ、この報告資料の中で、

先ほど言えばよかったのですけれども、

６ページに「はじフレ」「元気アップ」と

かの参加者の内訳で項目３のところでホ

ウカツがほぼ勧誘しているということな

んですけれども、これはかなり大変な作

業になっていて。もう少しいろいろなと

ころから推薦や、枠を確保していただく

ようなことができるといいのかなと。ホ

ウカツが一生懸命回って集めてきている

のが、限界が来ると思っていますので。 

 例えば、友愛クラブさんのところから

枠を幾つか確保して、そこから参加いた

だくような形と、ホウカツからの枠で実

施するなどが良いと思います。ホウカツ

は今頑張っていますけれども、かなり厳

しいので、そのうち多分集められなくな

ってしまいそうです。そういったことも

少しこの会なのか、介護予防の部会なの

か分かりませんけれども、どこか検討い

ただくようなことをしていただくといい

と思っています。以上です。 

○大口部会長 ありがとうございます。

貴重なご意見だと思います。広報からの

参加者というのがあるとは思うので、そ

れのレパートリーを増やすということで

すよね、いろいろな形で。 

○結城委員 広報はやはり見て参加する

のは厳しい。誰かにやはり推してもらえ

ると、参加してこないというのが今まで

の統計にもあると思いますので、そこを

もう少し検討いただけるとありがたいと

思います。 

○瀬崎課長 そうですね。確かに広報か

らの参加者は少ないですし、かなり毎年、

ホウカツの皆様の介入に頼っているとこ

ろが現状だと思うので、そこが今後負担

になっていくということであれば、対策

を考えなければいけないなと思います。 

○大口部会長 いろいろな角度から参加

支援ができればという話ですね。 

○中村委員 こういう参加なんかでも、

今、結城さんが言ったように友愛クラブ

を使えばいいんですよ。友愛クラブの事

務局が同じ階でしょう。持っていって「こ

れを宣伝して」と渡して、回ってすれば

すぐ入れちゃうんですよ。来るか来ない

は別ですよ。盛んに「行ってよ」とか「来

てよ」とか言いますけれども、そういう

のは全然こういうのは来ていないんだか

ら。友愛クラブをもっと使ったほうがい

いんですよ。高齢者に働き掛けないと、

どんどん衰えていっちゃうから。 

○瀬崎課長 ありがたいご意見です。 

○中村委員 そうすれば私みたいに、パ

ク増しのモデルになることもあります。

この年でこういう会議に何か。だって今

週、２０，２４，２６、２８と４日来てい

るんだから。こういう元気な人もいるん

だということなの。 

○大口部会長 ぜひそういった方を発掘

してくれるといいですね。 

○中村委員 だって６５歳以上が１６万

ぐらいいるでしょう。それで介護保険を

使っているのが３万７，０００ぐらいか

な。 

○瀬崎課長 そのとおりです。 

○中村委員 この辺を考えないと。だか
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ら、今ついでに言っちゃうけど、認知症

の講座にしても、サポーター講座にして

も、年寄りはどうでもいいって言うと仲

間に怒られちゃうけれども、もう今さら

年寄りが行ったってしようがないから、

もっと若い、だって介護保険４０歳から

やっているんでしょう。払っているわけ

ですよ。だから、その若い、定年間近とか

その辺の人たちに、もっとアピールする

方法はないかなと。そして、何も友愛ク

ラブ、我田引水になっちゃうから言わな

いけれども、入ってもらえれば一番いい

んだけれども。町会、自治会、今、町会行

ったって入らないんだもん。 

 だから民生委員さんもそう。友愛クラ

ブもそう。町会もそう。ここが入ってい

れば分かるんですよね、大体。あそこに

車椅子のおじいちゃんがいるとかね。い

ろいろ情報が分かるけれども、入ってい

ないんだから、全然分からない。これを

何とかする方法はありませんかね。 

 町会に何とか入れるとか。俺はまだそ

んなんじゃねえ。年じゃねえなんて言わ

れちゃうけれども。そういう形で組織の

中へ入らないと、これから何かあったと

きに大変じゃないかななんて余計なこと

かもしれないけども、目の黒いうちに何

とかそういうめどがついたらいいななん

て、夢見ているんです。 

○大口部会長 ありがとうございます。

今みたいな形で、いろいろな意志のある

方々があると思うので、そういった方を

巻き込みながらの支援ができればなと。 

 あと人材確保の話についてはすごく大

事な話だとは思いますし、その取組を全

国の中でも試みようとしている自治体を、

私も知ってはいたりするわけですけれど

も、多分、この人材も、業務委託評価とか

そういった形の中の人材確保の厳しさ、

そういったところの中で区とも相談しな

がら、どういうふうな形がいいのか、足

立区なりのものがないかということを、

制度改正の議論を踏まえながら議論を頂

くという形で、長期的な形で見ていく話

として捉えていくのがいいかなというふ

うに思います。 

お時間のほう予定の４時を過ぎてしま

いましたけれども、またほかにもありま

したら、ぜひともまた事務局ないし私た

ちのほうに情報交換ができればと思いま

す。 

 では、今後の進行について事務局に戻

していきたいと思います。よろしくお願

いします。 

○地域包括ケア推進課黒川 大口部会長、

ありがとうございました。委員の皆様に

おかれましても、活発なご意見、ご質問

ありがとうございました。 

 委員の皆様に事務連絡としまして、次

回の足立区の地域包括支援センター運営

協議部会ですが、令和６年の２月２９日

を予定しております。評価委員の皆様に

関しましては、令和５年の１１月の１０

日に評価についての事前の勉強会の開催

を予定しておりますので、改めてご案内

しますがよろしくお願いいたします。 

 それでは、これにて令和５年度第１回

足立区地域包括ケアシステム推進会議、

地域包括支援センター運営協議部会を終

了させていただきます。本日はありがと

うございました。 


